
　　　　

2026 年 2 月 1 日

平日
学校休業日

１５
９

時
０
０

分から
１９
１５

時
０
０

分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

主な行事等

1月餅つき大会　２月節分　３月花見遠足　４月長崎市消防局見学　５月茶話会　６月キャンプ　７月プール開き　８月夏祭り　９月遠足　１０月長崎くんち　１１月大運動会・防災訓練
１２月クリスマスイベント

家族支援

・児童の発達上の課題についての気付きの促しと、その後の支援
・困りごとや気付きをいつでも話せるようなシステム構築でフォロー 移行支援

・学校等との情報共有
・移行支援のおける会議への参加

地域支援・地域連携

・学校等から相談や共有があれば療育的視点での提案や助言を行う
・地元の行事やイベントへ積極的に参加 職員の質の向上

・新入職員研修
・法定研修
・リーダーシップ研修・ＩＴスキル研修

支　援　内　容

本
人
支
援

・定期的な心身の把握・生活リズムの安定
・衛生面・学習面における支援の習慣化を段階的なスケジュールで行い定着を図る
・SSTなどによる身体的・精神的・社会的訓練および支援

・運動療育・作業療育を通して協調性と運動向上のおける支援に努める
・音楽に合わせ身体を動かす遊びや運動工作を通して指先のトレーニング
・姿勢保持・日常動作を配慮した体幹運動

・療育中のスケジュールや視覚認知度を高める為大型電子画面を使用
・数の認知形成、1日のスケジュールの確認による時間の認知形成・粘土・スライム遊びによる物質の変化と感覚の形成
・専門的支援による感覚・認知の偏りに対するリフレーミング

・言語聴覚士によるコミュニケーションのスキル向上訓練
・ルールなどを絵カードを使用して視覚化・個別またはグループで児童の特性の応じた読み書き
・他者に自分の気持ちの伝え方や他者の気持ちが理解できるように視覚と言葉を通して学ぶ機会を定期的に行う

・買い物学習を通じて「物を購入する」一連を体験し社会性を学ぶまた各事業所に模擬的な仮想購入コーナーを設け習慣化させる
・ルールの理解が必要な遊びや集団活動
・イベントや行事を通じて協調性を養う

法人（事業所）理念

医療福祉・教育分野の専門職員がそれぞれの専門性を発揮し、利用者とご家族が安心して楽しく過ごせるよう個々に応じた療育を目指す

支援方針

「今日も頑張れた」を積み重ね成功体験へと結びつけて行く事を目指し実践していく

営業時間 送迎実施の有無

（別添資料１）

事業所名 児童発達支援あじさい鳴見台 支援プログラム（放課後等デイサービス） 作成日


